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はまだまだ十分に浸透していないように思われる。医
療現場において，睡眠，食事，排せつ，入浴，口腔ケァ
に比べ，“ 化粧 “ は，患者自身が個人の範疇で行う
にとどまっていることが多いように見受けられる。そこ
で，我々が長年感じてきた「化粧が持つ魔法の力」
の素晴らしさを医療に携わる方 に々も体感していただ
き、医療現場に化粧の効用を活かすきっかけとなる
ことを期待して，2015 年 6 月20日の第 30 回日本保
健医療行動科学会学術大会において，体験学習ワー
クショップを開催した。

Ⅱ．「化粧が持つ魔法の力」を実体験
化粧は，スキンケァとメイクアップの二つの行動に大

別される。ワークショップでは，化粧の効用をすぐに
実感でき，周囲にもそれが見て取れるメイクアップの
体験とした。

参加者は 19 名で，17 名が女性，2 名が男性で
あった。まず，メイク次第で印象が驚くほど変わるこ
とを，事前に準備したパネルを用いて説明した（図 1）。
その後，参加者の中からモデルを一人募り，メイクアッ
プのデモンストレーションを行った。立候補してくれた
のは溌剌とした学生さんで，メイクアップが進むにつ

Ⅰ．はじめに
我々は，40 年以上にわたり化粧品の開発と販売を

行っている。その活動を通じ，お客さまが化粧によっ
て美しく魅力的になっていく様子を，半ば当然のこと
として目にしてきた。肌にあったお手入れをして肌状
態が改善すると，誰しも嬉しくなる。また，肌状態の
改善はメイクの仕上りも良くするため，自信が生まれ，
社交性も高まる。その結果，周囲のひとと良好な関
係を築くことができ，それがまたスキンケァやメイクの
動機づけとなる，といった好循環がもたらされる。こ
うした化粧の効用を，我々は長年，感覚的にとらえ
てきたが，2008 年から，豊田らとともにスキンケァが
精神神経免疫系へ及ぼす効果についての研究を重
ね，科学的な検証も行っている 1）2）3）4）。一方，化
粧がもたらす心理作用については，近年，心理学の
学会で発表が行われたり，書籍が刊行されたりする
など，研究が非常に盛んになってきている 5）6）7)。ま
た，大手化粧品メーカーでは，化粧療法を独自に確
立し，高齢者の ADL（日常生活動作）の維持・向
上につなげる取組を行っている 8)。これら多くの研究
や取組の成果として，医療分野への化粧の活用は
徐 に々は広まっているのであろうが，一般的な感覚で
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れて，若 し々さの中にも大人びた印象が加わり，自信
に満ちた表情に変化していった。

次に ,5 ～ 6 名ほどのグループに分かれ , 参加者全
員がメイクアップを体験した。肌色や髪色にあったパー
ソナルカラーを選び，美容インストラクターのアドバイス
のもと，魅力を存分に引き出すため，あるいはなりたい
自分になるためのメイクを自身で行った。参加者は始
め緊張した面持ちだったが，思い思いのメイクが仕
上がる頃には笑顔が見られるようになり，楽しげに会
話を弾ませていた。こうした会場の雰囲気からも，参
加者には「化粧が持つ魔法の力」を少なからず実
感していただけたのではないかと思われる。

Ⅲ．おわりに
今回のワークショップは，時間が押してしまったため，

化粧が医療にどのように活用できるかを議論する場
が持てなかったことが非常に残念であるが，参加者
一人一人の中で，医療と化粧の距離を縮めるきっか
けとなれば，化粧に携わるものとして幸いである。
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